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－生徒の感想（抜粋）－ 

■ピザを作る中で周りの友達とピザを比べあったり、一人一人のピザにとても個性が表れていて楽しかった。 

■３年生はとても楽しいクラスで、いろいろなハプニングなど面白くカバーしていて改めてすごいと思った。 

■人と人のつながりが、地域などを発信していくうえで大切だとわかった。 

■神石で災害が起きた時に備えておきたいと思った。中学生でもできる募金など少しでも貢献していきたい。 

■「時が経っても関心を持ち続ける」ということが一番心に残った。もっと世間に関心をもって過ごしたい。 

■私たちにできることは、小さなことから大きなことまでたくさんあるので少しでも社会に貢献したい。 

■災害の話を聞いて、今日本ではどんなことが起こっているのか知ることができて勉強になった。 

■本当に「能登半島地震」の現場に行った人から貴重な話を聞くことができた。 

 

６
月
２１
日
（
金
）、「
第
１
回
ゆ
き

軽
ト
ラ
朝
市
」（
主
催
：
油
木
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
・
わ
く
わ
く
農
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
部
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
梅
雨
入
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開

催
中
は
何
と
か
天
気
が
も
ち
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や

や
肌
寒
い
中
で
の
１
回
目
開
催
で
し

た
が
、
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
た
よ
う
で
す
。 

 

今
後
、
夏
～
秋
に
か
け
て
出
品
さ

れ
る
品
物
も
、
益
々
充
実
し
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
月
に
一
度
元
気
な
声

が
、
会
場
に
響
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

 

６
月
１５
日
（
土
）、
油
木
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
会
場
に
、
「
油
木
サ
ッ
カ

ー
教
室
」
と
「
神
石
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

交
流
試
合
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

互
い
に
声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
、
元

気
い
っ
ぱ
い
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
両
チ
ー
ム
共
に
多
く
の
関

係
者
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
み
ん
な

笑
顔
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

油
木
地
区
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
「
自
然
体
験
」

で
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

交
流
が
進
め
ば
良
い
で
す
ね
。 

サッカー交流会

 

 

「お
知
ら
せ
」 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
と
し
て
、 

「
牧
野 

泉
」
が
令
和
６
年
７
月
１
日
付
で
着
任
し

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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６
月
１０
日
（
月
）
、
神
石
高
原
中

学
校
３
年
生
が
仙
養
ケ
原
で
「
地
域

ふ
れ
あ
い
行
事
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
で
の

「
調
理
実
習
（
ピ
ザ
）
」
と
、
ピ
ー

ス
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
講
師

を
招
き
、
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」
に
お
け
る
支
援
活
動
の
講
話
を

伺
う
時
間
を
設
け
ま
し
た
。 

 

「
ピ
ザ
作
り
」
で
は
、
班
毎
に
分

か
れ
て
調
理
し
た
個
々
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
を
和
気
あ

い
あ
い
で
食
し
、
「
講
話
」
で
は
動

画
で
被
災
地
・
被
災
者
の
方
々
の
状

況
を
視
聴
し
な
が
ら
災
害
支
援
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

合
併
前
の
神
石
郡
で
も
、
「
昭
和

４７
年
豪
雨
」
に
よ
り
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
を
通

じ
て
、
災
害
発
生
時
に
中
学
３
年
生

と
い
う
立
場
で
は
何
が
で
き
る
か

考
え
ら
れ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。 

 

今
年
の
「
地
域
ふ
れ
あ
い
行
事
」

は
、
「
楽
し
む
・
学
ぶ
」
の
２
部
構

成
で
し
た
が
、
３
年
生
は
気
持
ち
の

切
り
替
え
が
で
き
、
集
中
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

文月

ゆ
き
の
灯
り 

－質問（要望）事項― 

○防火水槽の整備計画について 

○町道等のカーブミラーの設置について 

○町道等支障木伐採単価について 

○油木スポーツ広場人工芝化について 

○旧油木百彩館愛称について 

○行政運営について 

○環境問題（臭気・霧の発生）について 

◎過疎化が進む中、地域が機能不全に陥

る前に住民の切実な思いや課題を、地

域と行政がしっかりと把握・連携をし

て、解決していくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

改修が進む「旧油木百彩館」 

令和７年にオープン予定で

す。地域の方々が親しみをも

って集える場になってもら

いたいものです。 

神石高原町人口動向 

（令和６年版情報：町配布資料抜粋） 

合併時 2004.12 １２，４５４人 

  2024.04   ７，９６１人 

  2050    ３，８１５人 

６
月
２６
日
（
水
）
、
油
木
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
入
江

神
石
高
原
町
長
・
森
重
副
町
長
・
政

宗
教
育
長
・
各
担
当
課
長
等
が
出
席

し
て
油
木
地
区
を
対
象
と
し
た
「
行

政
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

入
江
町
長
か
ら
は
、
今
年
度
の
町

予
算
の
内
訳
と
今
後
の
町
人
口
の
動

向
に
つ
い
て
の
説
明
、
各
担
当
課
長

か
ら
は
事
前
に
各
振
興
会
か
ら
提
出

さ
れ
て
い
た
質
問
（
要
望
）
に
つ
い

て
の
回
答
が
あ
り
、
参
加
者
と
の
意

見
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

     

 

 

 

令和６年 油木会場

 

 

 

 

「ゆき軽トラ朝市」日程 

７月１９日（金）  ８月１１日（日） 

 ９月２０日（金） １０月１８日（金） 

１１月１５日（金） ※ 9:00～11:00 

会場：旧油木百彩館跡地 

第１回ゆき軽トラ朝市開催神石インターナショナルスクール

講師の町田友里さんは、「能登半島地震」発生に

際し、１月２日には現地入りされたそうです。 
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梅
雨
時
期
開
催
と
な
っ
た
６
月
の
キ

ッ
ズ
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
梅
雨
空

に
も
負
け
ず
、
元
気
に
参
加
し
て
活
動

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

■
楽
描
教
室
①
（
６
月
１
日
） 

 

若
林
佐
都
子
先
生
の
指
導
で
、 

 

「
水
彩
画
」
を
学
び
ま
し
た
。 

 

「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」
か
ら 

イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
、
各
自
個

性
的
な
絵
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。 

■
自
然
を
楽
し
む
会
① 

（
６
月
８
日
） 

 

赤
木
健
二
先
生
・
赤
木
恵
先
生 

 

の
指
導
で
、「
歌
の
御
堂
～
永 

 

泉
寺
」
間
を
自
然
の
風
を
感
じ 

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
新
し
い 

発
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

■
料
理
教
室
②
（
６
月
１５
日
） 

 

大
西
智
子
先
生
の
指
導
で
、 

「
ク
レ
ー
プ
作
り
」
に
挑
戦
し 

ま
し
た
。
今
回
は
高
学
年
児
童 

の
参
加
が
多
く
、
低
学
年
の
児 

童
を
上
手
に
リ
ー
ド
し
て
、
み 

ん
な
で
協
力
し
て
調
理
を
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

■
粽
・
柏
餅
作
り
教
室 

 
 

 
 

 
 

 

（
６
月
２２
日
） 

 

小
田
緑
先
生
と
神
石
高
原
町

女
性
会
油
木
支
部
の
皆
さ
ん

の
指
導
で
、
「
粽
・
柏
餅
」
を

作
り
ま
し
た
。
柏
の
木
の
葉
や 

 

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
等
、
地

元
の
材
料
で
団
子
を
包
ん
で

完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

 
協力：岡﨑孝敏氏・神石高原町身体障害者福祉協会・神石高原町民生委員児童委員協議会油木支部 

 「日日是好日」展

 

 

６
月
７
日
（
金
）、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
駅
伝
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
・

現
役
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
ス
ポ
ー
ツ
人
権
教
室
」
を
行

い
ま
し
た
。
選
手
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
し
た
り
、

体
験
談
等
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
中
で
育
つ
助
け
合
い
や
思
い
や
り
の
心
、
み
ん
な

で
高
ま
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

 

前
半
は
、
走
り
方
教
室
。
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

選
手
の
方
か
ら
走
り
方
の
コ
ツ
や
タ
ス
キ
の
渡
し
方
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
ス
キ
を
渡
す
と
き
に
は
、

相
手
が
受
け
取
り
や
す
い
よ
う
に
タ
ス
キ
を
両
手
で
持

ち
、
横
に
引
っ
張
っ
て
渡
し
ま
す
。
私
た
ち
が
何
気
な

く
見
て
い
る
一
つ
一
つ
の
動
き
も
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
た
動
き
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
行
っ
た
児

童
・
選
手
混
合
の
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
選
手
の

速
さ
に
び
っ
く
り
！
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

後
半
は
、
児
童
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
。「
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
思
い
は
、
目
標
を
定
め

て
目
標
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
。
」
「
基
礎
を
し
っ
か

り
す
る
。
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
。
」
「
体
が
一
番
。
食

べ
る
、
寝
る
、
私
生
活
か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
。」
等
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
選
手
の
方
と
共
に
走
り
、
体
験
談
を
聞
く
こ
と

を
通
し
て
、
走
る
楽
し
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
を
体

感
し
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。（
油
木
小
学
校
） 

 
 

   

…生きることを楽しむ…

 

お手伝いの極意 その１ 

簡単なことから始めて、たくさんほ

めてできることを増やしていく。 

お手伝いの極意 その２ 

初めてのことは、教える人に時間と

気持ちの余裕がある時に挑戦する。 

 

お手伝いの極意 その３ 

できるようになったことは任せる。

自分からしてくれるように頼りに

する。 

 

 

 

－お手伝いができる子に－（参考：新潟県教育委員会・新潟県地域家庭教育推進協議会「家庭教育支援ハンドブック」）            ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 
そうは言ってみるものの・・・ 

将来のことを考えるといろいろできるようになってほしい 

 お子さんに「できそうなお手伝い」「させたいお手伝い」は何ですか？ 

書き出してみましょう。 

 

 

 

※お手伝いは、家族の一員としてみんなに関わることを考えて選びましょう 

 

 
～うまくできなくてイライラすることもあります。でも失敗を叱るよりも、できた所まではほめて、次はどうしたらできるようになるかを一緒に考えることが成長につながります～ 

 

にちにちこれこうじつてん 

 

 

 

 

期間 令和６年６月２４日（月）～８月２８日（水） 

場所 油木協働支援センター分室「にしかわ」展示室 

開館 月・水・金(11:00～19:00) 祝日/休日閉館 入場無料 

  
 

 広島平和記念公園を訪問して、平

和を願う「折鶴」を捧げます。参加

を希望される方は 7 月 29 日（月）

までに、油木協働支援センターへご

連絡ください。 
期日  

8 月２１日（水） 

募集人数 

 油木地域 3 名 

お問い合わせ・申し込み 

0847-82-0701 

 

 

熊
出
没
注
意

危
険
で
す
。 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 


